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■□■解決したい課題とその対策例および懸案事項■□■（１／２） 
解決したい課題 

（鎌倉地域の漁業の現状に対して） 

対策の選択肢の例 

（具体的に考えられる施設・機能） 

懸案事項 

（対策によって生じる可能性がある問題点） 
備 考 

    

■基本計画で精査されるもの 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※環境アセスメントで騒音・振動

等を検討する。 
 
※環境アセスメントで交通量調

査に基づく予測影響予測を検

討する。 

 

 

 

※海浜地形景況調査や潮流・波浪

影響調査等から検討する。 

 

【参考】平成 22年 3月に基本方針として挙げられた鎌倉地域の漁業の課題は以下の通り。 

① 鎌倉地域の漁業に係る労働環境の改善 
② 施設整備による漁業操業の安定化 
③ 漁船・浜小屋等の集約・整理／海岸利用の適正化 
④ 地産地消の拡大による地域（市民）貢献 
⑤ 地域資源としての鎌倉漁業の認知度の向上 

平成 24年 7月 28日 

『台風などの時化で船を安全に避難させる

場所がなく、度々被害が発生している』 

ことを改善し、安全性を確保したい。 

『日常の漁労（砂浜からの出漁、水揚げ、出

荷等）について過労働を強いられている』 

ことを改善し、漁業操業の安定化を図りたい。 

『浜小屋や周辺の景観が雑然としているこ

とから、これらを整理整頓すべき』 

といった意見に対応したい。 

時化でも安全に

停泊できる水域

や陸揚げ場を確

保する。 

海浜地形への影響 

景観・眺望の変化 

自然環境への影響 

生活環境への影響 

国道 134号への影響 

海浜利用への影響 

海域利用への影響 

侵食と堆積のバランス 

岩礁と藻場の消失 

騒音・においの集中 

 

海水浴利用への影響 

 

背後市街からの眺望 

漁業関係車両の集中 

 

 

安全で安定した

出船・帰船ができ

る施設を確保す

る。 

台風等の被害に

合いにくい用地

を確保して、整理

整頓する。 

防波堤 

護 岸 

物揚場 

船揚場（斜路） 

船置場 

荷捌き所 

駐車場 

道 路 

漁具倉庫 

航路・泊地 

海浜の分断の可能性 

海岸散策への影響 

 

マリンレジャーへの影響 

 

海岸景観の変化 

漁場（漁業）の影響 

 

海浜地形影響調査 

自然環境調査 

環境アセスメント調査 

費用対効果分析調査 

天日加工場 

橋 梁 

現在の浜に無い機能 

現在、浜で行っている機能 

掘込式で必要になる機能 

凡例 

 

 

 

 

 

 

潮流・波浪への影響 潮流・波浪影響調査 

その他 



■□■解決したい課題とその対策例および懸案事項■□■（２／２） 
解決したい課題 

（鎌倉地域の漁業の現状に対して） 

対策の選択肢の例 

（具体的に考えられる施設・機能） 

懸案事項 

（対策によって生じる可能性がある問題点） 
備 考 

    

■前ページ以外に自由に記載するためのシートです。 
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